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阿蘇火山及び周辺の地質図（産総研：地質図NAVIに加筆）

阿蘇火砕流堆積物 阿蘇火山岩類
(中央火口丘）

降下火山灰

扇状地堆積物

1：立野地区
2：高野台地区
3：火の鳥温泉
4：山王谷川
5：垂玉温泉
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先阿蘇火山岩類

布田川断層系

熊本地震震源域とその周辺の地形（赤色立体地図は国土地理院5m＋10mメッシュDEM
を用いて作成）
★：震央 a) 4月14日のM6.4地震; b) 4月15日のM6.5地震； c) 4月16日M7.3地震
赤い線：活断層（国土地理院の都市圏活断層図および地震調査研究推進本部, 2013）

崩壊が集中して発生した地域の赤色立体地図（国土地理院5m＋10mメッシュDEMを用
いて作成） ▲：阿蘇大橋
四角の中：立野地区，高野台地区，火の鳥温泉，山王谷川，垂玉温泉

崩壊が多く発生したこの範囲の地形は，阿蘇火山中央火
山丘群（北東から南にかけて急斜面，南東から北側では
ややゆるい斜面を呈す），外輪山内壁の急勾配斜面，外
輪山内壁外壁のややゆるい斜面に特徴付けられる



４月から５月の日雨量と累積雨量（気象庁アメダス 益城）

阿蘇大橋付近の航空写真（アジア航測提供）

阿蘇大橋の構造
（土木学会橋梁年報編集小委員会，橋 BRIDGE IN JAPAN 
1971‐1972, pp.26‐27, 1972；戸塚誠司，熊本県下における近
代橋梁の発展史関す研究，熊本大学博士論文，1999）

左岸（河陽地区） 右岸（立野地区）

橋脚

アーチアバット

橋台

アーチアバット

左岸側橋台とアーチアバット 右岸側橋脚とアーチアバット



阿蘇大橋の落橋箇所 導水路の破損･漏水箇所

河陽地区に認められた地表地震断層

小規模崩壊滑落崖のパイピング痕

航空レーザー計測結果による赤色立体地図

③阿蘇大橋崩落

⑧地表地震断層（河陽地区）

②国道57号およびJR豊肥本線寸断

⑤導水路破損

⑥小規模崩壊
①大規模崩壊

⑦段丘面の崩壊の可能性

④天然ダム形成

溶岩流？

火山角礫岩

凝灰岩

火山角礫岩

凝灰岩

凝灰角礫岩

凝灰岩

凝灰岩
火山角礫岩

大規模崩壊の崩壊面に認められる帯状の角礫主体層

安山岩と思われる角礫主体層が帯状に数枚確認することができ，遠方目視からの岩
相区分を試みたところ溶岩流，火山角礫岩，凝灰岩，凝灰角礫岩が複雑に積み重なっ
ているものと推察

大規模崩壊周辺の地形および断層
（国土地理院：地理院地図，http://maps.gsi.go.jp/,2016.に加筆）

布田川断層帯近傍の地殻変動量
（国土地理院：平成28年（2016年）熊本地震に伴う断層近傍の地
殻変動，
http://www.gsi.go.jp/cais/topic160428‐index.html,2016.に加筆）

北向山断層とほぼ平行する
明瞭なリニアメントが見られる

大規模崩壊は変位方向が大きく変
化する境界付近に位置している

大規模崩壊斜面



浸食谷が不明瞭

大規模崩壊範囲

崩壊斜面周辺の航空写真（1956年米軍撮影）（国土地理院：地図・空中写真閲
覧サービス，USA‐M303‐94およびUSA‐M303‐95,1956.に加筆）

斜面上部には尾根線付近から複数の浸食谷が形成されており，浸食耐性の
低い地質であったことがうかがえる

滑落崖

側方崖（崩壊時の土塊の擦跡が残る） 小丘から分岐した崩壊土砂

崩壊土砂の中に
あった塩ビ管

高野台の航空写真（アジア航測提供）

崩壊部の底部に露出したすべり面 すべり面の傾斜角は約15度

地すべり面とみられるやや硬い層上
に黄色粗粒軽石層が付着



乾燥密度が約0.5g/cm3で非常に小さい。

（滑落崖付近）

手で容易にすりつぶすことができ、液状になる。

草千里ヶ浜降下軽石

火の鳥温泉

阿蘇大橋

京大火山研究センター

火の鳥温泉周辺の広域空中写真 （Google earthに加筆 画像取得日2016.4.16）

遷緩線

尾根筋

火の鳥温泉

崩壊箇所① 崩壊箇所②

火の鳥温泉付近の空中写真（Google earthに加筆）

崩壊箇所①

崩壊箇所②

空中写真判読結果
（国土地理院C KU‐76‐5 C3A‐4より作成）

軽石層 崩壊先端部の軽石層（湿潤）

いずれの崩壊箇所も，この固結度の低い火山灰層中にオレンジ色の軽石層を
挟み，軽石層の層厚は30㎝程度以下で含水率は高い

高野台地区の地すべりでのすべり面付近でみられた軽石層と目視的には同じ
もののようにみえる




